
J
引
J

J

寸

J
τ
3角
川

j
’’h

昨
今

4
3
？
－K
t
h

一：
ふ！ベロ

明
市
町

41
1

J

4
J

4

J

－ニ

ノ
1

第
四
十
八
踏
切



地

面申 所申 愛 伊 質
ヌメi、... 奈 緩 旦 調
Jll )II j係 園 目 査
！孫 ）孫 占t且l司且 一一 所一
足 i冴目 泉 ，原
柄 、河 郡 山

ヨた 報

上 原 i丘 活 E口七

君日 温 後 重力 第
一 泉 温 調一 四一
保 調 泉 査

十
村 査 調 報
、4皿凶l 報 査 文 八

泉 文 報 披
調 文

査

報

文
． 

大

正
一一一
年

)¥ ー』」，、 一・ 八
.11.. 九 七 一
頁 頁 頁 質

月



伊

豆
岡
一
一

原
山
活
動
調
査
報
文



• a 一 一一｛『

結 熔火三 大位 旦
疋μヨsi 山 原 島 置 図

章 ノ 成 山 火及 日 一一
極生最 Ill i也 一
度物近｛盟形 衣

原

並 ノ ノ LlJ 

一・－ 活構 活

熔 動 成 重!JJ
1ι3 ,, 並 調
ノ ーー 査
熔 有 報
融 奥 文
黙 時

代

ノ

活

動

一一一一 一
四 一 一 八五一一
頁 頁 頁 頁 頁 頁



伊, 
意議 , /V 日活ノ 相

旦、
諸ュ師而七ユ動紋模

氏｛長藤 ν 日亙 ヲ態濁 園
位ノ , 教テ閥 Y 演ニ頭 一

－ー－－

、 一置好ア篤第即六セ．在ノ
原

！及意便氏一チ日九 9 火

山地ヲ宜等同前関本ジ山

TぜtラJ生 謝ヲノ調後及官カ島

ス特有査二同命明大
動

タ盆ノ 同年ヲ 治島

JV ナ際大十奉四ノ 調
コ JV ，、島ニ シ十中 査農
ト 助同 二月 大五央

報
少言行出三正年火

商

ナ並ノ 張十元三孔
務 文

カ ニ東シ一年月丘
技

ラ大京テ 日十 ヨ ヲ
自市

ス島帝具 ヨ 月 , 構、
まま元闘す '} 二大成 ！珂
ユ村大 ι 大十正セ

報砂皐麓正九元ノV

文長敬動ニ 日年三 村

ヲ情授ノ 年ヨ 十原

提水大賊ー '} 月 !It 要
出岩森況月 同 ;::. ~、

ス臓房 ヲ六十亙近

JV 氏古関日 一 リ 時 勇度

ーー ノ 氏査二月 ア静、
嘗好同セ瓦五大穂



一ー

9
、

之

ヲ

大

島

ト

云

相
模
湾
頭
、
北
緯
三
十
四
日
一
度
四
十
分
ヨ

9

同

二

十

七

分

ノ

間

ニ

位

セ

9

同

四

十

七

分

、

東

経

百

三

十

九

度

二

十
フ
、
其
形
紡

，極分

肢 1

ヲ

呈
Jシ

長

！軸

ノ

方

向

Y

海

中

火

山

ア

東ノ
部最
ユ I埼

山黙

E玉南-e；方，、
千：ュ杢
四アク

米？方

強ア I句

ノ三三ヲ

高原2異
峰白言ユ

ア石ユセ

西呼

部ヒ

J、海

抜

七

百

十

ノ、

米

強

川

北

二

十

七

度

西

第

島大地

固

‘固形

分

ノ

北

西

側

ジ

ア

長

サ

約

十

五

基

米

、

短

軸

P

入

、

五

基

米

、

周

同

約

五

十

基

米

ナ

大

島

川

南

方

－

一

朝

高

キ

故

頂

岡

錐

形

ニ

数

個

メ

小

寄

ヲ
成
ジ
、
山
腹
ノ
慮
一
A
T

生

火

山

ア

明ヲ、
LI I 

・/ 

大
火
孔
一

頂

ム

ア
叫
ノ
、
其
火
孔
壁
ヲ
成
シ

ア
起
伏
セ
一

y

環

嶺

ヲ

三

原

外

輪

山

事

云

ヒ

、

路

ホ

卵

分形
ノ

輪

廓

ヲ

呈
ース

ノレ

モ

其

北

東

ノ

部
〆

W
仇

V

P
立
日

川

著

ジ

ク

快

損

ス

、

此

快

損

セ

一
一火

孔

唾

ノ

横
J
川

JV 

ア
リ
、
ー
外
ー
袖
山

L’ 

ユ
建
ス
、

五

百

五

十

米

乃

至

六

百

米

ノ



深四 ーー 火 ヲ J、形ー傾束乃長 ーー 轡

サ十 宅J 孔超該 ノ 版斜方至車tu 連 ソ

ヲ 米 プ ＿，，、 二己 火中 参画火数 ノ ナ 以〆戸、、
有ナ 底樋第干し央照 ーー 孔十方ノV プ

、.J 、
・t リ 平岡二 ノ 火本亙壁米向即環、
ジフじ カ 形！坂東孔火 9 ノ ノ チ リ

ト 共 ーー ヲ t、A守7 ーー 丘 孔安快崖 一哉北
云底其 ナ 一位三原永損 ヲ 致 m西
｜て J、形シ園 ジ店｛ ノ 七部 ナ ジ面方

本数桶京蓉 海 ill 中年 ヨ ヌ、 長 J、 ノ

火 i立 ノ -JJ!.f 照抜｜吃央 ノ 9 内 サ IYJ 最」／
JL ヲ 女日 約貫 ,_[ 立 ヨ 世海部約 一 品
底 ナ ジ八 百 る／ 9 出 :ti~ ーー 三高黙

、 、
ノ 乙J 深百大五共和 ーー ニ火五ク -: 一
プ サ 凶 品十頂市係向 孔基北原2

央 f立 ノ、 十 ーー 五上 － ー ノV ヒ )J；（ 米 ーー 鏡P、
ヲ f民 火米於米 ーー 偏熔 プ ア 短低端3

、 、 f「

9 庇孔南 ケ 火ー v 岩緩 リ 事由 ジ 海、

有i 壁北 JV :f L ノ プ 火奈：｝ア ノ、 此 抜

西川上約最 fJj[ 火極 liJ Jえ 大約火六、

！ユ尻ノ六高 ヨ 干し メ 方正火部 二孔百

偏ョ最百黙
、

リ ア プ 上孔分五 ノ 米、、.－＇
ミ／ リ 低五 ナ 片品 9 局 ーー 1京火 J,1~ 長 ーー

、
プ 約地十 リ キ 二平犬 ノ LlI 米＊IH ~ 、

今百知米 ト コ 店（ ナ 牙北灰内 ノ リ
、

期八川 ｝吊 ス 111 ノV 自L 西 － ー 壁方 兎
ノ 十尻園 百 ノ 設立部蔽 ，，、 I白］ 一， 
活六 ヨ ....、 三最頂 セ ヨ J、 』「 J、 北

動米 リ ！臨 十高 国
リ
9 ν 数 出来、／『、

一， ノ 約崖 米結錐第該北米 ノ 方



ブミ ヤ 前 南 プ 略（側 セ 川稀 火直依
第

火｛基動西生 オ＝ 一 ーー ト 尻 ス 孔径 9 一
干し 一 ーー ーー 成三版ニ 毛

、ーノ
ト ノ ト キ3 プ

内其依 ア セ 角 第個基略直匝 百生

ノ 頂 リ IV ジ 錐ニ ノ 底 ホ 径別 八成

現上 プ 裂 ,y;r 形 li!Il 宇 ーー 日l約 ス 寸－ セ
放 ノ 主主丘岩 ヲ 会快；Z 高 四 JV 米 V' 

Hl'i 、
...、 一 セ ，，、 持 十 ＼ーノ ナ ヅ ナ 十~座最、
－，弘T、立H·~ シ 低丘 ス 二．ノV ケ 9 米 メ 積新

f、‘ 、 、 、
四 5}'- ，，’ ク 中是裂岩 J、 正高 三約岩:u 

w ヲ 持 ミ〆 村－ レ丘洋輔 ill~ サ 原二津

動露正 プ 111 明 中 丘緩 ノ 該 山 千 R.、 ／由、
ノ ノ、 所恰 治」ヒ ア 傾箇 ， ， 五大
，企！日む セ 言自 毛

←寸
｛段四 東 ヲ ナ 科 慮火百森

巣 JV ナ 鏡稽十 一， プ ノV J、 ノ 孔五 LlJ 
〆ー＼

其 一 ク 餅 ス 五 ア 熔第上熔 ヲ 十又、J
以 J品 ’亨 ノ ノ 年ノV 岩ニ部岩大平 J、

両日 キ ン 如残三 毛 上版 ーー 上火方大
ト サ 山 キ 存 月 ノ ニ第於約孔米正
J、 /V ノ 形 セ ヨ ，，、 相ーアニト弱 111 I 
ブ〈 ノ 残 ヲ ノV リ

、
手自 立立 固 J、 十稽火 ト

ーー 、司、 存 ナ モ --L.. ノ、 高 ヒ 参凡六 さ／ 孔｛良、 〆戸町、
趣 セ ス ノ 月 ク 高照 ソ米前以稗、
ヲ JV 是 ナ ーー ν す 本三海者 下 ス

'-../ 

異 モ レ リ 亙 ,. 共工f十抜 ヲ 最 ア／『、
四

ーー ノ 切J 第 ν 高 ーー 浮 一六車新 9 
シ ーー 治二ノV サ

、 、
敷正二百 一一 岩 其

且 ν 九 l，司 間約米 ノ 度五火 津－基
活 ブ 年参 ーー 五 ナ 南 ヲ 十孔丘底

動 今 ノ ＼日J目 iJ~－ ..＞，！一F、 ヲ 東示米 ノ ノ
'-' 



言巴 J、 リ ノ 以百秋査年

F川臣官ピ.. デ 雪、 大
、 、

録有而北上九 田令現 JV 品
ーー 史 る／ ブi HIM 十鍛報束 ン火 屡
現以 プ 又査五山 告京 手口 f(f 強
.＞、 前現 J、 ノ 競専第帝 ~旧 ノ大化

レユ在来結以門九図 E出！ノ地且「V セ
タ略ノ方果下皐競大．諸質火リ

.JV ホ大ニニ四校ニ皐 4昆 LlJ其卦
大完島於接続諦ア敬コニ明ノ麓

品了 J、アレニ師 9 授皐ヨ治 化

ノセ第一 ρ 亙大 dLlf 塾リ九構ニ
襲シニノ大リ橋治崎志ア年成就

事i 毛 期海 品 プ 良 四 直林始ぱ並 プ

＿，・、 ノ ノ 中火其ー十方等 メ 十＝ J、

甚 ナ 火火 山結氏年氏 ノ プ 年有後

タ 1ν LlJ : lJ 格果 .＞、 ヨ ノ 誌濁同史節

多 ，、、 活 ア 1技 ヲ 一 ') 施上逸火時 ーー一
ク ジ 動 リ ノ 殺 回 同行 ーー !I~ JIJ 1-t於
東 一 ヨ〆 第表大四 セ 設質 ノ ノ / 

五

京云様 毛 一 セ 島十ジ明皐活活；主

－戸，：'f フ ヲ 主： ;WJ リ ニ二調セ雑動 フ

困 ア 後 一， 
政年査フ誌F~ 町長f ヲ動 y大 構殆於 航ニ報レ 調 ト

皐 成 ン ア ジ亙告タ 査 コ

手土 セ ＿，，、 ｝也 JV J、 9 セロ
、

授 フ 水現 質問震同 色。ト.， ν ア
ー「

中 レ 底時 事ユ災二雪宮 J-
ノV

村－ 其 ーー ノ 雑於？象十 ク ，、・．

清 外波大 誌ア防八 マ ー／

一 形 セ 品 第現調九 wン
L 



伊

豆

大

島

火

一

川

L
川

ト

川

比

ィ

ー－
F
げ
げ
い
一

喝

六

八

内

一

一

応
／
東
側
－
一
一
一
一行
丈
係
土
地
柄
川
ス
、
現
今
ノ
一光
村
、
肝
桝
利
ノ
池
山
此

一
・l

三

「

」

一

一

一

1

1
．

守

引

田

．

二

尚
一胤
十
二
年
〉

一

一

時

－

一

成

生

セ

シ

ナ

ラ
ン

ト・

7

一

一

一

a

一
八
三
八
一
七
一
河
内
二
一
一
可
決
江
、
駿
河
、
印
伊
豆
、
叩
姿
、
武
蔵
、
上
線
、
美
問
、
書
柄
、
じ
淡
、
了
ヨ

l

k

正
日
一

一

一

一

（

品

川

和

五

年

二

九

一

位

前

、

加

賀

、

越

中

、

橋

防

犯

仰

す

訪

日

早

一

降

灰

ス

一

t

I
ス

41
幸
一

一

＝
一

一

p
h－
h
U
一

L

－一川
一
－接
関
降
伏
（
大
島
／
噴
火
ナ
－フ
ン
）

一一
一

一

代

伐

と

一

－

－

一

八

｝

八

七

一

二

－

一
新
品
創
成

一
日

本

総

時

一

一i
l
l
－－一ト「巴「
い
巴
「
l
｜
一I
l－
－
「
1
1
11
11
II
I
l
li
t
－
－－－
I

l
l

i

－
－
一
！1
1

1
11

1
」

一

一

一

）

一

二

一

O
一

一
九
一
大
向
噴
火
山
時
間
坪
京
都
二
法
λ

、

中

村

教

授

ノ

詑

－

一

ハ

依

レ

ハ

外

輪

山

北

京

方

一

一

一

一

中

限

公

出

／

手

刊

一

「
い
日
目
円
L
ぃ「
」
－陥没
ば
寸
片
山

1
7

一

日

一

一

五

一

一

間

一

六
一
（
愛
二
十

一

日

げ

I

l

l

i

－

－

1

7

ム

六

一

一

間

一

一

一

一

（

肱

氷

二

十

八

年

二

同

鳴

認

さ

き

海

水

熱

シ

話

死

ス

乙

一一
一
六

O

O
一
〔耐
隊
長
五
年
〉

－
噴
火

六

O

一
一
ハ
慶
長
六
年
）
一

三

六

一

二

一
へ
剛
院
長
十
七
年
〉
一
百

七

一
二

大

－

一

二

一
（
座
長
十
八
年
〉

一
F

喬 ｜

鋭 l

氏
伎
一
ノ

摘

銑

セ

ジ

モ

噴

ノ

ヲ

表

示

ス

年 レ

表
J、

次

ノ

女日

ジ

ーし，、



一 一 一 一 一
ブL ノL

四 一 。一 ． 
一一一一一 一 一 一 一一一 一一 一一

九九九 i¥ F、 八i¥ i¥ 七 七七七
~ム ムム／、／、 ／、ノ、

一一一 f二 七 間二 。七 七七じ 九八 一一
一一一 ム 。占一 ノi¥ 八八七 二四 七六一一一 ノ、 ノ、」」

r、 （ （（  （ f、、r、、 （（  
明 i刀 弘文 字 元tl j＇［寛

一一 一
一二O三 NI ？台 イt政 手日 一 九三ヒ iJ1長芋 7k永
大『一大〈 （ 

二IL 三Ti. かj ト］七／九3<二ノ、ょ文 五元 1・十

正守ニ五ヨリ正元~o二 大正7ぞ己明3主~ 間三
年年 i[i 

年永年永
年年 e:1;"F 

） '-' 、、J、J 、】J ）リ 、＿，.、』J

一
．． ‘”戸， 、旬、『圃圃圃・・F

火小噴 熔岩法小 岩熔大治

ナ 同大 大 >t：熔熔友賂王 三 ナ三 同
ウ 噴 島

噴烏
ノレ原

一、 火 t也 家地ifゴ~－ f赤十 中 1火民
ノrlJ

ン 内 火 釜ミ津ノ孔 ；意頂
出出 r11 ／ i工 ノ津＝津噴 カ上
、
riX l茨｛年 戸 唆火 ＝泊二火

、＿，＿

一 生 治 7 治 直

個！ ｜ 降反 " 7 テ 7 1'i二( 
ノ 場所 品ノ 、04:品’ 約

耳丘FヨFi 
ス 不流 Jレ流
明 J”レ、レ 町
＇－＂、ョ、 ノ

成 コトョ 火
生｜ ト三 l、 干L

四日m二 生
日月1 ス

r、、
m 
上
火
子L
ノ

f在笠
先甘
十

七 町

綾泰 ブー 寸－

本日平 一

三巨 111 
f重

fl(;年 ノ
火 言E

覧表 言己 t是



数 ヲ l喰 ク 二該 口 火位活 ノ 事き 呼j

回 湛 ミ／ ... 十火 ヨ 孔置動愛息 治

陥 二L キ ン八孔 9 ノ .＞、 モ 化以四
ー「 Lー 、
1支 ナ 崖 J1J 九 ヲ 盛 周元亦 ヲ 来十
v ク ヲ 生年堰 ーー 園深然来三五コ、

原年原十 ・弓.，. ナ 成 ノ 塞火 一， キ ') セ、
一 コノ ν 官交 セ 焔火火明 モJ

山以 111 一 L_ 、
年 山 其時山 ソ 騰山 孔治 ノ J、前

後 J、凹 ーー 曲者 是上岩 ．ー． 九
『、、・ 著ノ最、
シ活近即宇慮比数 1〆 セ 津 三‘;/ 十 ーー

チ 快 ノ ジ授即 事〆 土佐 プ 4ド ジ ク 動ノ

明 ノ 中梢踏 チ 毛 積盛 ノ プ 活 活
ー「

活該動明動治献央異査 ナ 久 ν ‘ ーー

四 態
ー－ 
L〆 ノ 7 ジ プ 水動 火 セ 治

十 一ー 深 ヲ 官 ．守’ }J 岩蒸 ノ 干し ス 九、 、 、
年 ア キ 即時 ン フ 浮筑結 ノ 且十

中 残火 チ ーー llJ 二R 正 ヲ 果会営年

村存孔火在 ナ ジ ヲ 噴大形年即

数 セ ア 干し リ 9 プ 生 出 火 ーー ノ チ、
授 , ') 底 プ 其岩成 セ 孔影活千

等 ト プ 中 J、後浮 ジ v 底響動八

登云其央大十丘其 毛 ーー ス ト 百

山 フ 底 ノ 火九 ノ 中 同岩ノV 雛七、
質其 一．， 一孔年北央年津 ＝， 毛 十

/¥. 

見後熱昔IS 底 ヲ 西即 ノ 丘 ト 大六、
ノ 大灼分 ノ 経部 チ 噴生 ナ 火七

営火 セ 陥朕 タ 爆頂火成 ま〆 孔年、
時孔 JV 波態 JV 破上 ト ・セ 今底 ノ

ーー 底熔 ジ J、明 ミノ ノ 共 , 回 ー活
ー寸 、

至． J、 3島f”, プ ナ 治 プ 噴 ーー 其： ノ 部勤
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侍昔 ノ ノ 本 lU 森孔五 噴 ::7 火
，、 響前 概報 ミJ 孝士 ノ 年 出 ト 孔
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Lー． 、‘ 
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モ 囲下 ス化 ヲ 間岩及 月 其新 品」 二H千干， 

、』ノ
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ノ 活丘 J、 日 d，、 ー可P ーー 至 ヲ ヨ 内 目 '} 、
｝伏勤 J、粗数分 シ J、 ヲ ア リ 部撃同

L 
況 J、 高業主回 ν 山最 プ ＿，・、 モ 一 セ 月〆戸、
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分 ーー 活 積 ケ 俊熔部 ν 違 白ノV 明
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j1 十 日 之煙而載 ア リ ノ 熔 ::r 
、

ノ 活如七撃 一塵 ジ 頂 リ 其まfl 岩
音動 事／披 セ 先 プ 固十朕 ク ノ -9" 

、
響 ノ 左 ーー JV タ 共其錐 月 附大活 ヤ

ヲ 肢 ーー 言巴 活 ')I ーー 火館下 同 火 出僅

号変態其載動 τ2 高 干し ヲ 旬 － ー 孔 d，、 ーー
f「

ス 問リ 一 セ ノ ク 壁形本示底十四

ノV 略節 フ 光 十亦 ヲ 成 官 セ － ー 月 五
」J

ト 火 ヲ レ 景五熱、構 ジ 踏ノV ＿，、 二米、
同 口 抄 タ －－・、 日 k 成頂査 ラ3 鎖十 ーー、
時 ヨ 録ノV 頗大 Jレ セ J二 ノ 釘I浮八過

ーー ヲ ス 同 ノV 正岩 JV ノ 営 ジ 肢 日 キ、
種 モ 氏織元片岩火時而 ヲ ヲ ス

fヘ
令 一 ノ 盛年 ヲ 持孔 ーー プ ナ 以第
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朕 ヲ 恰串敬三ノV 水完 ノ 亀芳J

四
ヲ 以 :f: 雑授版 ヤ 蒸杢灼 裂 ノ、

有 プ 現誌登第鳴~＇.＼ ーー 熱縦第
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結 －＇・、 ヨ 問 ブ ジ :}t ク 或 ジ 落孔 金，＿.＿『．

質種 ヲ 共 ブ 甚 t地 ＿；，、 各 下 内 中
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i十随圭渉十
五ァ部 Y 一流 ヒ ノV ノV 冷 ノ 黒 セ 火

米 プ 火最 月 動此 内昔却噴色／ν 日〆ー、
目 ヰ目 UJ 新二 ス 亦部響 ノ 畑 ナ 熔底

！型次岩岩日ノV 蛾 J、ヲ結ヲ ノV w ノ
ロア津洋噴コセ赤接呆魚 モ ノ 熔

径崩 ヨ 丘畑 ト ノV 燐 シ’ 夏 ス 亀魚岩

約下 上 ノ ア 来8 ミノ プ ーー 毛 甲 メ 流
9 質 プ 崩 亀 ノ 朕 一

十火 .，登息 ノ 粘壊裂 ア ノ 埋ニ

米孔之 9 セ 熔質 二R ヲ リ 鑑 メ 原、 、
東 ノ ヲ 其 ジ Z’且二fI ヲ ノV 生且 裂 フ tlJ 
西股間 火後 ＿，、 帯 コ ジ ヅ ヨ レ 火

，’「
雨況 メ 干し ーー 7k ，、、 ト 魚 暫 9 中 口
昔E J、 J、 内 至 飴ノV 往 メ 時 J、 略 内

稿第腫 ヲ 9 ノ 熔
、~。ーー 之亦表 ノ

高ニ ヲ 臨本 流岩 ーー 比 ヲ 燐商其：

ク 闘技下官 JV ーー ジ駿熟 セ J、他

l 内第 シ’ A J、 、 三〆 プ 的規ノν 多 ノ

壁一上ノV 大 女日 う？ 之不 ス 熔ク 音E

頗 ーー 部 ::I 火 ク 時 ν 安 JV 岩黒分

JV 万之 ーー 孔 緩 ト ア 定際 ヲ 色 J、

念 ス 累 ヲ 底 i受 ヨノ リ ト 一， 見叉 全
、

ーー
七

カ 積得 ーー ナ うF 而 ナ ，，、 又 J、 ク

ジ如 セ タ 降 JV 崩 ジ ヲ 熔 19r 褐其
プ タ ノV 9 ') 連壊 ア 途岩 々 色、
略深岩岩熔 度 ス 其 ーー ノ ーー ヲ ヨ

ホ サ 津洋岩 ヲ ノV 崩憂表淡帯 リ

漏約響丘上 以 ーー 壊然面青 ，、、 溢

ーー J、 ヲ プ 従 -t タ J、 色 JV 流
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カ 第蓋孔句ー ヲ 頂該 キ :fL ーー ーー 奮

『ー ー・－ ν 底 ーー 段成部裂 ス壁其固態、
依押嘗 ヨ 至深 ν 1(1 縛叉 ，、商示依
!) 上初 !) ノν ク 底央 ーー 火西西 セ然

苫μ三e五 ケ 二更問 陥 J、 ノ 治孔方方 Jν タ

棒 フ 寸ー ーー 一， 波潤火 へ壁 ーー ー， 女日 ν 

丘 ν 五十著 セ ク .fL ;v 甫於 一 ク
ト

r鼻、、
ノ 'j 米一 シ リ 卒以部側 / 大火 "!; 

、

I有僅 ノ 米 ク 祉覧 カ 下分 ノ 念倒Jj 孔 最

函． 一．． 深 深上 ジ ナ 略 J、上 ーー 火底新

！鹿十 サ ジ騰 プ L〆 シ副部著 :fL J、岩
,........ 

爆三 ヲ 立5 ミ〆 火 ト プ 民 J、 ミ／ 生二浮

裂 四有三 プ 孔 モ 頂約裂 ク セ 段丘、
ジ米 セ l国 其底其火五 t摩書1・ 2〆 ，、

プ ミJ 第深川 北孔米 ノ 下矯 ナ 著

設 ナ 火ニ サ 十西 ノ 錦 ν メ !) ジ

一・－ リ 孔参ノ、 一 ノ 稀平 メ 其火該 ク

制t シ 底照約 n －ー・ ス 坦火西孔火鍵
'-' ＇、J

火時 J、 十上部川部孔端 J、，孔化

孔下其 四 句 分時 ト 内 J、不 ノ セ

米貨 J、 元1 ナ ノ 熔規西 ') 
、

生ユ熔 ト 見略回 ν 方岩則方即

ミ／ 欝岩 十 ノ ホ 形 リ ニ上 ナ ーー チ

九
最積 ノ 際平 ヲ 少僅ノレ 小第

新 セ 上 陥 ヨ )J 呈 る／ 一－・ 瓢火三
熔 ミ〆 歴 1支 9 形 ジ ク 二形孔 闘

岩熔 ノ 部十 ヲ 周 と十 ヲ 現及

法岩魚 ，，、 一 ナ 閤 リ 米 ナ 出 第一

出 ノ メ 該 H ν 懸 -F ーー ジ る〆五

宝J 張ヨた 火下 7 崖 リ 過火更圃



同
リ llJ't ヨ 等大 e取第伴 rと 是ザ 現 ず.. 、d• 

<..,.; 、 、

エ此 出 9 ノ 火岡三 タ 似等 三／ 出 同

主｝瓦 v 上克 孔 ナ 悶 リ タ 敷 =£: Jλ 日事
、

シ Wr狩騰斯底 ') 第青 Jレ f困 ノ ノV ーー、 、、J
ア ♂d，、 i宰 ス 大熔以二 白 ノ ノ ず？ ーー 火
J、 稀 丘 fV 火岩 プ ，，、 色克 火 フ 至孔
不薄 ノ モ 孔 ノ 略本 ノ 斯孔 ン ') 壁、
透 ーー 表 ノ 内裂 オz 岩瓦土井最且 ノ

明 ミ／ 面 .；・、
t一－ 憐雨津斯騰 ーー 新熔上

ナ プ ーー 皆？胸中 者圧 J、 ジ岩熔岩部
ノV 肉 於’火’漫 ヨ ノ 麓亜遠洋岩活 － ー
カ目見 司，ーず 孔 ~ ’ リ 異形硫 ク 丘 J、 出著

立日 ーー モ 壁 "T 著 同後目安敷 ノ 耳ゴ ノ シ
ク 戚頂 内 其 ジ ヲ ／ 克旦側 i宰結 キ
寓 セ 部側 ft ク 知見斯 ヲ 面正果裂
鼠 サ 一 ノ 壁｜貨 >V Jfil ヲ 隔 ヨ ーー 頂擁
ノ ;v 近和、 ヲ 煙 ::1 国 主 プ ') 困火ヲ

乾程 キ 五見 セ r 一ー ト タ 水麓孔生
板度部部 JV ノレ ヲ シ ミ／ JV 蒸 一 底 v 
ノ 分 一 τ2 慮者1, プ 著海気布ン、球

主＇J時 ヨ井 ア ，、． 同 ミJ J: 及針 一 一
7、 ーー リ 列能 リ シ 国 キ ヨ 青 セ 部其、
ノv モ 最 セ J、 其 第臭 リ 白 リ F白 北

r、
戚紫 司王 ノレ ス 干自 一気之色第浸西、 f「

光外著小岩盛 J、 ヲ ヲ 煙三 る〆 苦日
ヲ 線 シ llf't i宰 ナ 選有望草 園 プ‘品

' 「

妨 己ク 汽丘ノV 形 コλ よ‘ ノ 第二 J、
］ 

害 E 上孔 ノ 時 前 ::r 煙 二段 A、
ス g.騰 ヨ 火 J、 ノ

t ト ノ 参 I)( 

ノV ー。管噌』 セ リ 孔是 見 ヲ 色照ナ 干し
、、ーノ

二
O



精面 ジ 第 i差第ア 今 認うた高報 ::r 

鋸鍛其ー 出ー第 回 メ 音6 ク ーー ト
持波形期 ーー 期一 ノ ス ーー 上依大、
肢 ヲ 肢！熔係噴期活 活破騰 L〆 十

ヲ 作 ヲ 岩ノV 出 ノ 動火動 口 ν J、 9 、
呈 ジ翻 熔 ノ 噴 ニ山 J、生同大

. V' H寺察第；｛＇ f熔出依止同ジ月正
暗ニスーニ岩ニヲ 月岩十一

褐或ノV 期就第係アZニ片九年
色 J、コノア－：－ JV I噴 十噴日一

般東 活岩期火 出 一騰 ーー 月、
密緬能 質噴山 セ 一 ~ 於十一、
渡航 J、 一 ヲ 岩 己／ ア プ 五．一
漁 ヲ サ イ系言巴 ノ i宰 毛 日 一 ，，、 日一司巳

質呈 ν ノV 載火火 ノ ーー 原最頃
ノ ス 熔 ス、 t1J LIJ J、 於山新 ヨ

薄其 モ 岩 ，、、、 岩時火 プ 最岩 リ

層標常 ，，、 シ梓：等 111 最高津鳴、
ヲ 本時今 火 J、 岩・ モ 知丘動
以 ヲ ノ ヤ 山之 津 激 ヲ ヲ 村、
プ 椴潟霊童 5車 ヲ 火 シ超距里

纏 ス 異ク 及特 llJ カ ユ ノV ーー、
包 JV 一 ヨた 熔 JV ~.車 リ 熔約迷、
セ ーー 依期 岩能熔 ジ岩三 v 

プ t~ リ ノ 手十 .＞、 岩 ノ 十黒

ノV 石 ア 熔 ーー ス ん苛＋す 活 米煙、 、
内 ノ 見岩 第依 ナ H.l 大 111 
部表 JV 下 一 プ ヲ J、 火上一 、
主、商 ーー ーー 期次而 之孔 ヨ

｜晴
，，、 表 i支 ノ ーー る〆 ヲ リ
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プ 部黙細固 ーー J、 津火 セ 原 ナ，其第

空 ヲ 布 少 ーー 火気股 山 ノV ーー JV 形二

，，’構 ヒ ナ 薄 ti~ 泡熔弾 モ 於多種期

ーー 成 9 ノV 皮 躍極岩 ノ ノ プ 角 4ト 火、
放 セ 斑網 ヲ ヲ メ ーー 表 J、往形 ーー Lll 

/:U ノV 品 朕 ナ 切 ア シ面一 々 ヲ V' . ~.草
セ 昔日 ノ 裂 セ 断少 う？ J、 モ 経呈 プ

フ 分排 Wll：ノV ミJ ナ 慮大是見 :A 或今、
じ〆 J、 衣リ ア プ ク 々 苦B 1〆 ス 紡 J、同

ジ ;f」王. ー日 9 止其表 ーー 分 ア JV 縫紡放
、

カ 衆 J、 色 「ず 内 面暗異ノV モ 形錘 出

故中 一 J、 リ 苦E J、 丹黒 士主 ノ ノ 形 セ、

－ ー ーー 定異 内 ノ 微褐色 ト 、 モ ヲ 一フ

外於 ノ 黒部構少色 一一 ナ ま日 ノ、是 L〆

面 う7 秩 ーー .；，、 ~Lιh ! ナ ノ ミ〆 ジ キ ト 事〆 タ
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